
看介護部会合同研修会 報告書 

実施日       令和元年 6月 28日（金） 15時から 16時 30分 

会議実施会場    相模原市あじさい会館 3階研修室 

参加人数      10施設 24名 

議事項目      「災害から学んだ事」 

講師        社会福祉法人杜の里福祉会 特別養護老人ホーム 成仁杜の里仙台 和賀 明子様 

 

東日本大震災を体験した内容を時系列で紹介して頂きました。 

入所者 130名 ショートステイ 20名 

平成 23年 3月 11日 14時 46分 地震発生  14時 49分に大津波警報が発令された。たまた 

ま、利用者の一人が携帯ラジオを持っていたため、職員が利用者に許可を頂き貸してもらい聞いてい 

た。14時 55分特養の１階にいた入居者を垂直避難で 2階のケアハウスのテラスへ避難する。15時 10 

分 2階テラスへ避難した利用者より「さむい」との訴えがあり特養へ避難し直す。15時 30分津波が 

到着する。16時に役職者で災害本部を立ち上げ、備蓄食料、飲料水、消耗品、ライト、電池、ラジオ 

の確認を行う。18時津波の水位が安定する。19時 30分自家発電を起動する。20時配電盤より出火。 

消火器により鎮火。自家発中止。出火の原因として津波の海水によりショートした。21時就寝。震度 

4の余震が夜間で 156回発生。携帯電話ですが人が密集している場所にいると電池の消耗が激しい。 

入居者の家族が心配していると思っていた。ラジオからの情報が唯一だった。2.5㎞先の海岸では 200 

～250の遺体があると放送していた。 

平成 23年 3月 12日 重油の量を測り燃費計算し１日に４時間、4日間の自家発電の稼働を決めた。 

救助：９時に飛行中の消防のヘリコプターと交渉するが、緊急救助者がいないことと避難所でないので 

救援物資はおいていけないとのことだった。 

物資：厨房委託業者と連絡がとれ、同じ系列の施設が 1.5㎞先にあったため、職員が歩いて米、水、缶 

詰めを運んだ。１人１０往復程度した。 

食事提供：２階の廊下に仮設厨房を設置しユニットの炊飯器で炊飯した。 

排泄：原則 1日 4回の支援。水不足からディスポグローブの使用とアルコール指手消毒。職員の排泄は 

トイレで小を 10回で 1回水を流す。紙に正の字を書き 10回目の人が流す。大は 1回で流す。低体温 

予防を行った。 

平成 23年 3月 13日施設から外に行く通行路を宮城県警と岐阜県警が設置してくれた。職員の交代が 

出来た。しかし、自宅に帰らない職員もいた。施設の方が人もいて安心とのこと。 

インフラ：道路 14日に開通 電気 19日に通電 水道 27日に開水  暖房 27日間使用不能  

未入浴 38日間 1ヵ月後、仮設のトイレ設置したが夜間怖くて行けなかった。      

 

 



地震直後の状況で安否確認を全員にした。 

非難放送が鳴り続けていた。 

ラジオから６ｍの津波が来ると放送されていた。 

理事長が大船渡の出身で 1年前にチリ地震の時に 2階に避難しろと指示があり、その時の避難が役に 

立った。（2人介助で車椅子の脇に立ち階段を上るなど） 

厨房職員・運転手・みんなが自然と避難誘導を手伝ってくれた。 

自家発電の稼働は朝・昼は各 15分 夜は 30分 電子レンジでタオルを温め利用者の手足を拭いた。 

職員が帰宅した時にペットボトルに水を入れ施設に持ち込んだ。 

食器にビニール袋を覆い、使用後にビニール袋を剥いで捨てた。（食器を洗う手間と水の節約） 

4月 6日に震度 6の地震が発生 

常食でない人には食事提供時に職員が工夫して刻んだり、つぶしたりした。 

職員の食事は 1日 2食小さくしたおにぎり（食べやすいように）とみそ汁 

支援物資のパンや乾パンは入居者に不向き（硬くて食べにくい）その日にある食材を見ながら食内容を 

検討して調理 

清拭タオルは使い捨てにして使用 

4月 19日以降はお風呂の形態によって、フロアーを変更する。移動が手間のため 

エレベーターは 9月になって使用。（部品が手に入らなかった為、生産地が被災地だったため） 

一般の家庭の方がご厚意でお風呂をかしてくれた 

医療機関は一般の方であふれかえっていた。急変者の搬送について 3月 13日明らかな脳梗塞で搬送 

したが、点滴をして返された。3月 14日Ｄマット（災害派遣医療チーム）がヘリで施設まで来て受診 

治療は病院でなく施設を提案され承知する。 

記録は最低限 

施設より車 1台につき 10万円の見舞金を出してくれた、理事長よりねぎらいの言葉があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


